
主
な
質
疑

議
案
第
46
号

青
年
被
後
見
人
等
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の
適

正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

公
務
員
に
関
す
る
条
例

以
外
の
改
正
は
あ
る
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
現
行

条
例
で
法
に
関
係
す
る
条

例
は
、
議
案
資
料
の
条
例

だ
け
で
あ
る
と
の
答
弁
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
47
号

湖
南
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

個
人
市
民
税
関
係
、
軽

自
動
車
税
関
係
お
よ
び
法

人
市
民
税
関
係
の
条
例
を

改
正
す
る
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
、
軽
自
動
車
税
関

係
が
与
え
る
市
の
税
収
へ

の
影
響
に
つ
い
て
の
質
疑

に
対
し
、
こ
の
条
例
改
正

で
１
％
程
度
減
収
す
る
が
、

本
条
例
案
以
外
の
部
分
で

軽
自
動
車
税
額
が
増
額
し

て
お
り
、
合
算
す
る
と
市

の
税
収
に
大
き
な
影
響
は

な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

ま
た
、
個
人
市
民
税
関

係
で
は
、
ひ
と
り
親
の
認

定
を
す
る
上
で
の
事
実
婚

状
態
を
ど
う
把
握
す
る
の

か
と
の
質
疑
に
対
し
、
児

童
扶
養
手
当
申
請
時
に
確

認
し
て
い
る
と
の
答
弁
で

し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
に
対
応

す
る
た
め
の
個
人
市
民
税

の
非
課
税
措
置
を
受
け
る

対
象
に
つ
い
て
の
質
疑
に

対
し
、
対
象
は
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
と
な
り
、
８

月
30
日
時
点
で
４
１
１
人

と
の
答
弁
で
し
た
。

前
年
合
計
所
得
金
額
が

１
３
５
万
円
以
下
の
世
帯

数
は
と
の
質
疑
に
対
し
、

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
、
と

の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
48
号

湖
南
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

工
業
標
準
化
法
の
法
名

等
の
改
正
に
伴
い
条
例
を

改
正
す
る
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
特
段
の

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
79
号

新
市
建
設
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

東
日
本
大
震
災
を
契
機

と
し
て
合
併
特
例
事
業
債

の
起
債
期
限
が
５
年
延
長

さ
れ
る
内
容
の
法
律
の
一

部
改
正
に
基
づ
く
も
の
と

の
説
明
が
あ
り
、
合
併
特

例
事
業
債
の
残
額
約
７
億

は
、
法
改
正
が
な
い
場
合

は
本
年
度
で
終
了
し
て
い

た
は
ず
だ
が
、
本
年
度
予

算
に
ど
の
よ
う
に
組
み
込

ん
だ
の
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
５
年
延
長
は
予
算
案

作
成
前
よ
り
先
に
承
知
し

て
い
た
た
め
、
後
年
度
の

事
業
で
効
率
の
良
い
事
業

に
充
当
し
、
期
間
内
に
残

額
全
て
を
起
債
す
る
予
定

で
あ
る
の
で
本
年
度
予
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

事
業
に
つ
い
て

委
員
か
ら
の
意
見

・
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
黒
字
路
線

な
ど
必
要
な
部
分
も
残
し

て
お
き
た
い
。

・
少
子
高
齢
に
向
か
っ
て

い
る
以
上
、
ド
ア
ツ
ー
ド

ア
の
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク

シ
ー
も
当
然
必
要
と
な
る
。

・
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
、
現
行
で
行
わ
れ

て
い
る
事
の
検
証
も
平
行

し
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

・
当
事
業
は
、
年
間
８
千

万
円
程
度
の
補
助
金
が
必

要
。
そ
の
割
に
は
不
満
が

多
く
、
バ
ス
停
ま
で
の
徒

歩
が
つ
ら
い
と
い
う
高
齢

者
が
一
気
に
増
加
す
る
時

代
に
は
、
デ
マ
ン
ド
型
交

通
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
当
事
業
の
補
助
金
を
減

ら
し
て
、
そ
の
分
を
タ
ク

シ
ー
型
に
振
り
替
え
て
い

く
方
向
性
を
考
え
る
時
期

で
あ
る
。

・
収
益
性
が
高
い
と
は
い

え
、
昨
年
度
よ
り
収
益
率

は
約
３
％
下
が
っ
て
い

る
。（
40
・
53
）補
助
金
は
、

８
千
万
円
を
超
え
て
い
る
。

提
言
ま
と
め

・
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
受
け

て
試
算
す
る
事
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
域
交
通
を
一
つ
の
部
署

に
し
て
専
門
人
員
を
配
置

す
べ
き
。

・
路
線
に
よ
り
、
利
用
者

数
が
異
な
る
。
市
民
ニ
ー

ズ
の
分
析
を
行
い
、
効
率

の
良
い
運
行（
車
両
・
時

間・経
路
）を
実
施
す
る
。

・
滋
賀
バ
ス
の
経
験
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
デ

マ
ン
ド
交
通
の
取
り
込
み

を
推
進
す
る
。

・
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

早
急
に
デ
マ
ン
ド
交
通
を

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま

す
。

に
全
て
を
充
当
し
て
い
な

い
と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
82
号

滋
賀
県
市
町
村
交
通
災
害

共
済
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

事
務
の
承
継
を
す
る
内

容
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対

し
て
、
公
文
書
保
管
や
人

事
管
理
等
の
一
部
事
業
を

行
う
と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
83
号

滋
賀
県
市
町
村
交
通
災
害

共
済
組
合
を
解
散
す
る
こ

と
に
つ
い
て

令
和
２
年
３
月
31
日
限

り
で
滋
賀
県
市
町
村
交
通

災
害
共
済
組
合
を
解
散
す

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
特
段
の
質
疑
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
84
号

滋
賀
県
市
町
村
交
通
災
害

共
済
組
合
の
解
散
に
伴
う

財
産
処
分
に
つ
い
て

解
散
後
の
財
産
配
分
と

し
て
市
へ
の
配
分
額
の
質

疑
に
対
し
て
、
市
へ
の
配

分
額
は
約
１
千
万
円
強
と

の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

付託案件　７件

総務
常任委員会

事務事業評価

総務
常任委員会

湖南市議会だより7

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

委
員
会
報
告


